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事事業業着着手手前前 事事業業完完成成後後

戸戸

事事業業着着手手前前 事事業業完完成成後後

《位置図》

旭川建設管理部

河川事業

雨竜川は石狩川に合流する一級河川で、近年では平成 年８月、令和 年 月、令和 年 月の豪雨により、幌加内町では、
日本一の作付面積であるそば畑が浸水するなど多大な被害が発生しています。
このため、国で実施している「雨竜川ダム再生事業」と連携し、北海道管理区間では、堤防の新設や河道の掘削による河積の
拡大を行い、早期の流域一体の治水効果発現を目指し、令和 年度より河川改修事業に着手しています。

雨竜川 広域河川改修事業

事業延長 ：雨竜川
事業期間 ：令和 年度～令和 年度（予定）
全体事業費：約 億円
事業内容 ：掘削工、築堤工、護岸工など

《事業概要》

幌加内町

《整備効果》

《標準断面図》

○○改改修修目目標標ととすするる浸浸水水家家屋屋数数及及びび農農地地面面積積
浸浸水水家家屋屋数数 浸浸水水農農地地面面積積

戸戸

雨雨竜竜川川

雨雨竜竜川川

令和 年 月の大雨により、幌加内町内のそば畑の 割弱にあたる約 で倒伏や
浸水被害が発生

水面カバーとなる
河畔林の保全

可能な限り「引き堤」を行い、掘削範囲を
縮小し、環境への影響を軽減

現況築堤髙程度で掘削を行い、
平常時の推進を確保

う り ゅ う が わ

その先の、道へ。北海道

旭川建設管理部

砂防事業

十勝岳では、大正 年５月 日の噴火に伴い、大規模な火山泥流が富良野川を流下し、上富良野町で 名が犠牲となり
ました。その後も度重なる噴火被害が発生し、富良野川では「十勝岳周辺火山泥流対策基本計画」を策定し、平成元年度より
「富良野川火山砂防事業」に着手しており、さらなる火山泥流流出防止効果の拡大のため、令和３年度より新たに砂防堰堤
基の新設を行い、対象の保全を図るため事業を推進していきます。

富良野川（下流堰堤群）大規模特定砂防事業

《事業概要》 《整備効果（過去の噴火被害）》 《富良野川における火山泥流対策》

大正 年十勝岳噴火と被害状況事業内容 ：砂防堰堤工 ４基、護岸工
事業期間 ：令和３年度～令和 年度（予定）
全体事業費：約 億円

《位置図》

石狩川旭川市

十勝岳

上富良野町

富良野川

石狩川旭川市

十勝岳

上富良野町

富良野川

事事業業着着手手前前 事事業業完完成成後後

戸戸

事事業業着着手手前前 事事業業完完成成後後

○○火火山山泥泥流流がが発発生生ししたた場場合合にに被被害害をを受受けけるる家家屋屋数数及及びび耕耕地地面面積積

戸戸

家家屋屋数数 耕耕地地面面積積

※※十十勝勝岳岳周周辺辺火火山山泥泥流流対対策策基基本本計計画画にによよるる配配置置施施設設ががすすべべてて完完成成ししたた場場合合

昭和 年十勝岳噴火状況

イイメメーージジ図図

号砂防堰堤（ 年完成） 号透過型砂防堰堤
（ 年完成）

号砂防堰堤（計画）

2号砂防堰堤嵩上げ改良（事業実施中）

号透過型堰堤改良（令和 年度完成）
号砂防堰堤

号砂防堰堤
号砂防堰堤

号砂防堰堤

十勝岳

ふ ら の が わ か り ゅ う え ん て い ぐ ん
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